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2018 年 11 月 7 日 

各  位 

会 社 名 イ メ ー ジ 情 報 開 発 株 式 会 社 

代 表 者 名 代 表 取 締 役 社 長   代 永  衛 

（コード番号 3803） 

問 合 せ 先 常務取締役経営管理室長   佐藤 將夫 

（TEL：03-5217-7811） 

 

 
連結子会社の異動（株式譲渡）及びこれに伴う 

特別損失の発生に関するお知らせ 
 
 

 当社は、2018 年 11 月７日開催の取締役会において、以下のとおり、当社の連結子会社である株式

会社アイデポルテ（以下「アイデポルテ社」という。）の全株式を永井敬一氏（アイデポルテ社取締役）に

譲渡することについて決議し、永井敬一氏と株式譲渡契約を締結いたしましたので、下記のとおりお知

らせいたします。 

 なお、本株式譲渡によりアイデポルテ社は、当社の連結子会社から除外されることになります。 

 また、これに伴い、2019 年３月期第２四半期連結決算及び通期個別決算において特別損失が発生

する見込みです。 

 

記 

 

１．株式の譲渡の理由 

当社は、2017 年 10 月にエクストップエスオー株式会社（現アイデポルテ社）の株式 880 株を取得し、

発行済株式数の 50.0％を取得し、当社役員が過半数を占めることから子会社化いたしました。同社

はスポーツイベントの運営やスポーツクラブの会員組織の運営を行うほか、関連事業のシステム開

発を主要な事業としており、当社の事業に結びつけることによって、健康ソリューションの提供および

当社とのシナジー効果を期待しておりました。 

2018 年３月期（2017 年 10 月～2018 年３月）業績では、スポーツ関連事業のシステム開発を継続

的に受注し、かつ臨時的な受注もあったことから売上高 82 百万円、当期純利益６百万円を計上いた

しましたが、2019 年３月期では継続的な受注が 2018 年８月までありましたが、その後は発注元の業

績不振により受注停止となりました。この結果、2019 年３月期第２四半期の同社の売上高は 28 百万

円、営業損失７百万円、経常損失６百万円、四半期純損失６百万円であり、現状の継続では好転す

る見通しがたっておりません。 

この状況を踏まえ、アイデポルテ社の取締役である永井敬一氏より、独自の方向性に切り替えて

経営したい意向が示されました。 

当社の取締役２名がアイデポルテ社に就任しており、株式を譲渡することにより当社の人的負担

を軽減し、マーケティングを駆使したＩＴによる企業経営への支援に注力することが当社グループの

企業価値向上に資するとの結論に達したため、当社が保有するアイデポルテ社の全株式を売却す

ることが最善であると判断いたしました。 

譲渡価額については、３百万円といたしましたが、アイデポルテ社の 2018 年９月末日時点の純資

産額は 11 百万円であり、当社は発行済株式の 50％を保有していることから、当該割合相当額を控
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除し、さらに第２四半期の四半期純損失が今後半期で発生すると仮定して、その 50％を控除して算

出した結果、適正な価額と判断いたしました。 

なお、連結子会社除外にあたり、同社取締役兼務の当社役員２名は辞任する予定です。 

 

２．異動する子会社（株式会社アイデポルテ）の概要 

(1)   名 称 株式会社アイデポルテ 

(2)   所 在 地 東京都港区北青山 3-6-7 

(3)   代表者の役職・氏名 代表取締役社長 長峰 貴博 

※永井敬一氏が代表取締役に就任する予定です。 

(4)   事 業 内 容 スポーツ・オペレーション事業 

(5)   資 本 金 54,000 千円 

(6)   設 立 年 月 日 2001 年 2 月 14 日 

(7)   大株主及び持株比率 
当社 50.00％ 

エクストップテクノロジー株式会社 50.00％ 

(8)  上場会社と当該会社 

   と の 間 の 関 係 

資 本 関 係 
当社は当該会社の発行済株式を 50.00％所有

しております。 

人 的 関 係 
当社取締役 2 名が当該会社の取締役を兼務し

ております。 

取 引 関 係 該当事項はありません。 

(9)  当該会社の最近 3 年間の経営成績及び財政状態 

決算期 2016 年 6 月期 2017 年 6 月期 2018 年 3 月期 

純 資 産 △36,349 千円 △9,753 千円 23,837 千円 

総 資 産 10,711 千円 657 千円 59,823 千円 

1 株 当 た り 純 資 産 △41,306.80 円 △11,084.03 円 13,544.30 円 

売 上 高 8,931 千円 9,669 千円 82,791 千円 

営 業 利 益 △7,511 千円 △6,589 千円 7,003 千円 

経 常 利 益 △5,758 千円 △7,223 千円 6,726 千円 

当 期 純 利 益 △5,828 千円 △7,403 千円 6,591 千円 

1 株 当 た り 当 期 純 利 益 △6,622.75 円 △8,413.59 円 3,745.41 円 

1 株 当 た り 配 当 金 ‐円 ‐円 ‐円 

 

３．株式譲渡先の相手先の概要 

(1)   氏 名 永井 敬一 

(2)   住 所 東京都渋谷区 

(3)  上 場 会 社 と 

     当 該 個 人 の 関 係 

 

資 本 関 係 該当事項はありません。 

人 的 関 係 
2018 年 6 月 27 日に当社取締役に就任しまし

たが、2018 年 9 月 28 日に辞任いたしました。 

取 引 関 係 該当事項はありません。 
 

４．譲渡株式数、譲渡価額及び譲渡前後の所有株式の状況 

(1)  譲渡前の所有株式数 

880 株 

（議決権の数：880 個） 

（所 有 割 合：50.00％） 

(2)  譲 渡 株 式 数 880 株 

(3)  譲 渡 価 額 
3,000,000 円 

※譲渡に関してのアドバイザリー費用等は発生しておりません。 
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(4)  譲渡後の所有株式数 

0 株 

（議決権の数 0 個） 

（所有割合：0％） 

 

５．日程 

(1)  取 締 役 会 決 議 2018 年 11 月７日 

(2)  株式譲渡契約締結日 2018 年 11 月９日 

(3)  株 式 譲 渡 実 行 日 2018 年 11 月９日 

 

６．特別損失の発生 

 当該株式譲渡により、2019 年３月期第２四半期連結決算において関係会社整理損失 17 百万円を特

別損失に計上する見込みです。また、当社の 2019 年３月期通期個別決算において関係会社株式売

却損 24 百万円を特別損失に計上する見込みです。 

なお、2019 年３月期第 2 四半期連結業績予想および 2019 年３月期通期連結業績予想につきまし

ては、現在集計中であり、変更が生じる場合には 2019 年３月期第２四半期決算発表日にお知らせい

たします。 

以上 


